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令和７年度第４回定例松本市教育委員会会議録 

 

 令和７年度第４回定例松本市教育委員会が令和７年７月２４日午後３時００分教育委員室

に招集された。 

 令和７年７月２４日（木） 

 

議 事 日 程 

令和７年７月２４日午後３時００分開議 

第１ 開 会 

第２ 教育長挨拶 

第３ 議 事 

 

［議案］ 

第１号  令和６年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について 

第２号  松本市立小学校、中学校条例の一部改正について【非公開】 

第３号  市立特別支援学校の設置について 

第４号  丸ノ内中学校改築事業の基本計画の策定について【非公開】 

第５号  松本市学校給食センター再整備事業について【非公開】 

第６号  松本市公民館運営審議会委員の委嘱について【非公開】 

第７号  松本市図書館協議会委員の任命について【非公開】 

 

［報告］ 

第１号  学都松本子ども読書活動推進委員会委員の委嘱について 

 

［その他］ 
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〔出席委員〕 

    教 育 長     曽 根 原 好 彦 

    教 育 長 職 務 代 理 者     宮 下 昌 史 

    教 育 委 員     佐 藤 佳 子 

     〃       春 原 啓 子 

         〃          福 澤 崇 浩 

 

〔出席職員〕 

    教 育 次 長     赤 羽 志 穂 

    教 育 監     山 名 博 夫 

    教 育 政 策 課 長     小 西 え み 

    学 校 教 育 課 長     内 山 真由美 

    学 校 給 食 課 長     布 山 明 彦 

    生涯学習課長 兼 

        中央公民館長     廣 田 圭 男 

    中 央 図 書 館 長     藤 森 千 穂 

    学校ＩＣＴ推進担当係長     福 嶋 高 志 

    特別支援学校設置準備室 

 主 任 指 導 主 事     宮 島   崇 

    学 校 施 設 担 当 係 長     丸 山 大 輔 

    学 校 施 設 担 当 主 査     縣   知 弘 

    学 校 施 設 担 当 主 査     篠 原 槙 介 

    特別支援学校設置準備室主査     小 松 慎 司 

 社会教育推進担当係長     上 嶋 秀 俊 

 

 〔事務局〕 

    教育政策課 

      教育政策担当係長     伏 見 宏 美 

      教育政策担当係長     降 簱   基 

      教育政策担当主査     竹 内   賢 
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≪開会宣言≫ 午後３時００分 

曽根原教育長は令和７年度第４回定例松本市教育委員会の開会を宣言した。 

教育長    暑い中、体調はいかがでしょうか。昨夜は窓を開けて寝たらとても気持ちよ

く寝られたのですが、今夜はエアコンがないと寝られないかもしれません。エ

アコンを付けて寝ると体調があまりよくない気がしますが、皆さん体調に気を

つけて過ごしていただければと思います。 

 それでは、令和７年度第３回定例教育委員会の会議録について、あらかじめ

ご覧いただいたと思いますが、承認ということでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

≪署名委員の指名≫ 

教育長    本日の会議録署名委員は、宮下委員、福澤委員です。 

 本日の案件は、議案７件、報告１件になります。なお、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律第１４条第７項、「教育委員会の会議は公開する。ただ

し、人事に関する事件、その他の事件について、教育長または委員の発議によ

り、出席者の３分の２以上の多数で議決したときはこれを公開しないことがで

きる」との規定に基づき、本日の議案第２号、第４号及び第５号は、市内部に

おける審議、検討に関する情報であり、公開することにより率直な意見交換が

損なわれるおそれがあるため、議案６号及び第７号は人事案件のため、非公開

とすることについてよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

教育長    では、議案第２号、そして議案第４号から７号までを非公開としますので、

最後に審議することといたします。 

 

＜議案第１号＞ 令和６年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価につい

て 

教育政策課長 説明 

教育長    ただいまの説明に対して、ご質問、ご意見はございますでしょうか。 

福澤委員   ２２ページ、学校教育情報化推進事業の「点検評価委員による評価意見」に

対する「教育委員会の改善方針」に、『「卒業時等に、必要に応じてデータの
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コピー等を行い、自宅のパソコン等に残す」ことを、市教委から学校に対する

技術的助言や指導、ＩＣＴ支援員の学校支援により行っています』と書かれて

いるのですが、令和６年４月の第１回定例教育委員会で、例えば小学校であれ

ば、ｉＰａｄからタブレットに変わるタイミングでデータを全部消すときに、

Ｃａｎｖａでつくったものなどが残せないという課題があるので検討をお願い

したいという話を、私が紙で出させていただいたときのお返事と、ここに書い

てある取組方針にズレがあるのですが、実際どのようになっているかお教えい

ただきたいと思います。 

今、令和６年度第１回定例教育委員会の議事録を確認したのですが、「学校

では、ソフトウェア会社からライセンスを供与されたものを使って子どもたち

が作っているデータもございます。在校中につくったデータはライセンス上の

許諾の中で使われるので良いのですが、卒業した場合は在校生ではなくなるた

め、ソフトウェアの使用許諾から外れてしまいます。」ということで、「令和

６年度末に実施できる対応を検討したいと考えております。」というお返事を

いただいて、その後、伊佐治教育長から「本年度の研究課題ということで、年

度末までにどこかで報告をいただきたい」という記録があったのですが、今回

の報告書での答えを見ると、令和３年度から、あたかも既にそれができるとい

う書き方なので、私の質問への答えとして、こちらの取組方針に書かれている

ことが正しいのであればそういうことで理解をしますし、どちらが答えとして

正しいのか、内容にズレがあるなと疑問を感じましたので、お知らせいただけ

ればと思います。 

教育長    実際にどうやっているも含めて、つくったものを持っていきたいという子が

いた場合、全部シャットアウトしているのか、何らかの方法でデータを取り出

せるようにしているのか、その点はいかがでしょうか。 

学校ＩＣＴ推進担当係長 令和３年に始めたときから、年度末に卒業生がデータを持ち帰り

たいという話が学校から来ておりました。その対応として、データをＤＶＤに

焼き出す、ＵＳＢメモリにコピーして家に持ち帰るか、パソコンを持ち帰って

自宅のパソコンに移してもらうという例を教育委員会から学校にお示しして、

学校で運用をお願いしますと説明をしてきた経過がございます。 

 ただ、実際運用してきた中で、２月から３月は先生方も対応がなかなか難し
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いところがありまして、データを持ち帰ることについては、市教委から説明は

あってもなかなか運用が難しいという声もあったのは事実でございます。 

 あと、持ち帰りの部分は、令和６年４月の定例教育委員会でいただいた課題

について、システムの運用をしている業者に、技術的にどういうふうに解決で

きるのかを相談して検討してきたところであります。ただ、松本市としてつく

った環境を個人のアカウントと連携することも事実上困難ですし、業者からの

提案でいきますと、現在の運用のとおり、卒業時の対応としては、一度ＵＳＢ

メモリなどにコピーして持ち帰ってもらう従前どおりの運用がよいのではない

かと言われているところであります。 

点検評価委員による評価意見と、前回報告させていただいた部分に加えた形

で記載しておけばよかったと反省しています。内容的には両方を含めた内容で

事実でありますという説明となります。 

 在校生については、１年ごとにつくったデータを整理して削除する運用をし

ていたのですけれども、在校生は翌年度も学校に残っていますので、１年ごと

にデータを処分するのではなくて、データを残していただいて構いませんと、

運用方針の変更を学校にお伝えして、現在はそのまま継続してデータがある形

に変えさせていただいております。 

教育長    在校中のデータは保存できて、卒業するときの方策としては、外部メディア

に移すという方法を紹介・周知はしているけれども、忙しくてできない学校が

あると。これからは、その方法を改めてしっかり周知していくことと、あとは

コンピューターが変わるときに、ネットワーク上でやり取りできるようなこと

が可能なのかどうか。作品が１０ＭＢ以内であれば、メールで送ることもでき

ますね。 

福澤委員   内容としては理解できたのですが、令和３年度からそのような周知がされて

いたのであれば、私が伺ったときに、「卒業した場合は在校生ではなくなるか

らソフトの使用許諾から外れてしまう」という回答はいただきましたが、「メ

ディアで持っていける」という回答を聞いていなかったので、そういったご回

答をそのときにもいただければよかったなと思ったところです。 

学校ＩＣＴ推進担当係長 すみません、丁寧に説明すればよかったのですが、申し訳ござい

ません。 
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春原委員   学校給食課は、限られた条件の中で、安心・安全な給食を目指して日々努力

をしていただいていると思っています。恐らくアレルギー事故（誤食）であえ

て厳しく評価をしたのだと思いますが、給食に携わっている職員の皆さんの努

力で、更なる地産・地消を目指した食育を進めていただければありがたいです。 

教育政策課長 この自己評価については、点検評価委員からも、一生懸命やってくれている

というご意見はありましたが、アレルギーの事故があったということで今回は

仕方がないという感じでした。やっていること自体は評価されております。 

宮下委員   課題と成果はなかなか簡単に言えないところがあると思いますが、「学校教

育課の総合評価」の中に不登校児童生徒に対する支援があるのですけれども、

これからの不登校対策が、寄り添うだけではなくて、不登校を生まない不登校

対策、簡単に言えば、インクルーシブセンターと併せた誰もが学びやすい学校

環境とか学びの場づくりという方向を大切にしていただけるとありがたいなと

思います。よろしくお願いします。 

佐藤委員   ４２ページ、文化財課に対する「点検評価委員による評価意見」で、私はこ

の視点があまりなかったと思うのですが、「無形文化財についての保存継承に

ついてはどのようなことを行ってきたのか？」という質問形式のコメントがつ

いていますが、ここをターゲットとして何か施策は組まれていましたか。もし

あるとしたら教えていただきたいです。 

教育政策担当主査 このとき点検評価委員さんがおっしゃっていたのは、「ぼんぼんや青山

様などの無形文化財の保存継承はどんなことをしていますか」というご質問で、

文化財課の取組内容としては、行事の調査をしっかり行って、一体どんなもの

があったかの把握と記録化は進めていると。祭礼に用いられる舞台見学会の開

催や、行事の由来等に関する講座を実施しているということで、今後より多く

の人に関心を持ってもらえるように、映像記録や報告書等をインターネットで

見られるようにしていくという回答をしております。 

佐藤委員   今まで文化財というと、建築物や天然記念物等に注目が集まっていたので、

点検評価委員さんの指摘によって、私も改めてホームページを見ると、市が指

定している無形民俗文化財が２６あるのですね。今回改めてそれを知ることが

できました。 

教育長    ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 
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 では、議案第１号については承認といたします。 

 

＜議案第３号＞ 市立特別支援学校の設置について 

学校教育課長 説明 

教育長    ただいまの説明に対して、ご質問、ご意見はございますか。 

宮下委員   設置に向けて、非常に大きな事業ですので、いろいろなことが想定されると

思うのですが、まず予算の確保については、具体性を持って進んでいかないと、

人的な予算や環境、校舎を増築するだけではなくて、その後の維持管理も含め

て、予算案を具体的に見通した上で提案していってほしいというのが１つです。 

 もう一つは、源池小学校を対象に説明会等をされていくということですが、

源池小に今通われている子どもやこれから源池小学校を利用していく児童・保

護者も、市立支援学校が来ることによって、自分たちの教育環境もメリットが

あるということを具体的にしていかないと、ただ来るので理解してほしいとい

うことになります。これからフラグシップ校になるということなので、インク

ルーシブの基となるメリットをぜひ具体的にご説明いただければ、不安もなく

なっていくのかなと思いました。 

福澤委員   実際、源池小に子どもが通っていらっしゃる保護者の方、ＰＴＡの役員から

お話を伺ったのですが、いろいろな子どもが交わって交流していくということ

に対して違和感はないし、歓迎をしているという声を聞きました。ただ、なぜ

源池小につくるのか、フラグシップ校を目指す場が源池小である理由を十分に

説明していただくということ、それから、そこに関わる今通っている子、これ

から通う子を含め、地域の方々から「源池小に市立特別支援学校をつくってよ

かった」と言ってもらえるような学校をつくってほしいという声を聞きました。

一大事業になると思いますので、地域や子どもたち、保護者、みんなを巻き込

んで、よりよい学校づくりをしていただければと思います。 

教育長    ありがとうございます。ほかにございますでしょうか。 

 それでは、議案第３号については承認としたいと思います。 

 

＜報告第１号＞ 学都松本子ども読書活動推進委員会委員の委嘱について 

中央図書館長 説明 
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教育長    ただいまの説明に対して、ご質問、ご意見はございますか。 

春原委員   委員名簿を見ると、偶然にも公募の方以外は女性ですね。 

読書の楽しさを伝えるというか、子どもへの理解や親しみやすさ、愛情を表

現するならば、お互いにみんなでという意味から、もう少し男性が入ってもい

いかなと思いました。 

中央図書館長 そうですね。校長会と公民館長会は、前回は男性をご推薦いただいていまし

たが、今回はたまたまどちらも女性をご推薦いただいた形になります。 

春原委員   いろいろな面で女性がということですが、ここは逆にそういう意味で何人か

男性に入ってもらえると、また違う意見も出たりするのではないかなと思いま

した。 

教育長    松本市には、このような委員会は女性を何割以上にしなければいけないとい

う決まりはあるのでしょうか。 

中央図書館長 女性委員の割合が４割以上となるよう努めることとされています。 

教育長    ほかはよろしいでしょうか。 

 それでは、報告第１号は承認といたします。 

 この後、会議は非公開となりますので、よろしくお願いいたします。 

 

＜議案第２号＞ 松本市立小学校、中学校条例の一部改正について【非公開】 

非公開案件につき内容省略 

       ⇒ 承認 

 

＜議案第４号＞ 丸ノ内中学校改築事業の基本計画の策定について【非公開】 

非公開案件につき内容省略 

       ⇒ 承認 

 

＜議案第５号＞ 松本市学校給食センター再整備事業について【非公開】 

非公開案件につき内容省略 

       ⇒ 承認 

 

＜議案第６号＞ 松本市公民館運営審議会委員の委嘱について【非公開】 
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非公開案件につき内容省略 

       ⇒ 承認 

 

＜議案第７号＞ 松本市図書館協議会委員の任命について【非公開】 

非公開案件につき内容省略 

       ⇒ 承認 

 

≪閉会宣言≫ 

曽根原教育長は、令和７年度第４回松本市教育委員会を閉じる旨宣言した。 

＜午後５時０２分閉会＞ 

  

会議録調製職員     教育政策課教育政策担当係長    伏見 宏美 

 

 会 議 録 署 名 委 員 

 

 

                 宮下 昌史      

 

 

                 福澤 崇浩      

 


